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向日葵は　金の油を　身にあびて　ゆらりと高し　日のちひささよ

太陽よりも照り輝く向日葵は、夏の代名詞ともいえる花。
英語では「Sun flower（太陽の花）」と呼ばれます。
あなたの夏は、どうでしたか？
太陽よりも光り輝く、充実した夏になりましたか？
夏が終われば、足早な夕暮れとともに秋がやってきます。
向日葵を見かけることは減っていきますが、太陽のように光り輝くことはできるはず。
秋の訪れとともに、更に光り輝く季節にしたいものですね。

向日葵は　金の油を　身にあびて　ゆらりと高し　日のちひささよ

太陽よりも照り輝く向日葵は、夏の代名詞ともいえる花。
英語では「Sun flower（太陽の花）」と呼ばれます。
あなたの夏は、どうでしたか？
太陽よりも光り輝く、充実した夏になりましたか？
夏が終われば、足早な夕暮れとともに秋がやってきます。
向日葵を見かけることは減っていきますが、太陽のように光り輝くことはできるはず。
秋の訪れとともに、更に光り輝く季節にしたいものですね。

ひまわり

秋の大特集！

あ
な
た
は

何
の
秋
？

みなさんは、この秋をどう過ごす予定ですか？
まだどうしようか考え中にキミに

おすすめの過ごしかたを開成の先生から紹介してもらいます！
ぜひステキな秋を過ごしてくださいね。



「ええっ! まさかここまでとは!!」 
開成では、デジタルコンテンツとして、小学
生と中１にはMy ETを導入し、とても楽し
く英語学習ができます。中には、週４回ぐら
い取り組んでいる生徒もいて、めきめきと
発音力を向上させていて、うれしい限りで
す。また、今年から中２と中３に導入された
English Expressはかなりの優れもので
す。長文読解学習と音声学習を組み合わせ
たハイブリッド教材です。特に、大阪府でC
問題を受験する生徒にとっては、頼れる
パートナーです。実際、昨年の中３生で何
人もが、本番の超難問のリスニングPart C
で12点満点中6～10点を取ってくれまし
た。効果絶大!!ぜひ積極的に取り組んでく
ださい。
Let’s enjoy English in autumn!

開成の英語コンテンツ
を駆使して

西村秀樹先生

勉強
秋

予習・復習に
力を入れる

もう何十年も前のことになりますが、私の
通っていた高校は、教師が生徒の学力をあ
まりきちんと把握していなかったようで、定
期テストで信じられない平均点が頻出しま
した。物理が平均10点台といったこともあ
りました(100点満点です)。あるとき数学の
平均が20点台前半になり、このままでは数
十人の留年生が出そうになって、特別に学
年全員再テストになったこともあります。高
校では、中学までと比べて必要な知識量が
格段に多くなり、用いる論理も高度になりま
す。定期テストの直前に追い込んでもなんと
もならないことがままあります。予め大まか
に次の授業の内容を見ておいて、授業の中
で理解が完結できるように心懸けていたこ
とを思い出します。

植松俊雄先生

秋は「不思議」がたくさん起こる季節だと思
います。私自身、小学生のころ、親にいろいろ
と質問したのを覚えています。「モミジやイ
チョウは、なぜ秋になると葉っぱの色が変わ
るの？」、「秋の虫はどうして綺麗（きれい）な
声で鳴くの？」、「秋にお月見をするのは何の
ため？」などです。今振り返ってみても、当時
小学生だった私にも分かるように工夫して
説明してくれた親には感謝の気持ちしかあり
ません。そして、身近にあるさまざまな「不思
議」に興味をもち、「なんで？知りたい！」とあ
れこれ考えてみる習慣が、勉強に前向きに取
り組む原動力になっています。みなさんも、こ
の秋はぜひ外に出て「不思議」を探してみて
ください！

「不思議」
探し

飯尾建太先生
秋は気候も穏やかで、何をするにもいい季節
と言われています。そんな過ごしやすい季節
だからこそ「勉強の秋」としたいものですね。
私は、試験や受験のための勉強もたくさんし
てきましたが、大好きな「野球」についての勉
強もたくさんしました。勉強といっても、いろ
いろな種類があります。好きなことや興味の
あることについて知識を深めることも勉強で
す。学校や塾で勉強したこと、自分で学んだ
ことを関連付けて「知識のネットワーク」を構
築していくことが大切です。
みなさんも「知識のネットワーク」を構築し、
どんどん広げて、教養を深めていきましょう。

好きなことを
勉強してみよう

渡邉智行先生

秋が深まってきています。夏は暑さで勉強
のしづらさもあったかもしれませんが、涼し
く落ち着いたこの時期は勉強するにはもっ
てこいですね。さて年度の半ばとなり、なか
なか勉強を頑張っているのに伸びない、成
績が上がらない、部活が忙しいという悩み
を抱えた人は多いように思います。今一度
勉強の仕方を工夫してみしょう。英語であ
れば教科書の音読、MyETを使用した例文
音読、何も椅子に座って勉強しないといけ
ないという決まりはありません。体を動かし
ながら、いろんな勉強方法にチャレンジし
てみましょう。そして悩んだときは開成の先
生に相談してみましょう。絶対良いアドバ
イスがもらえると思います！

運動しながら
勉強！

松沢直明先生

今や私は人に勉強を教える立場ですが、正
直勉強が好きだとは言えません…。かつて
私も、すらすらと問題も解けず、周りの人た
ちに差をつけられることもたびたびでした。
そんな私が「勉強に一番必要なものは何
か？」と聞かれたらこう答えます。その答え
は「気合」です。この気合であらゆる困難を
乗り切れました。
簡単な言葉で、精神論になりますが、結局
これが最後には生きてくるのだと思いま
す。元気がある時は勉強できるので、疲れ
ているときや気分が乗らないときにどうす
るかが勝負の分かれ目です。顔をたたく、洗
う、背筋を伸ばす、場所を変える、一人のと
きなら声を出す・・・辛いとき自分に合った
気合の入れ方で、甘い自分に喝を入れてみ
よう！

気合いを
入れ直す秋

山田尚宏先生

先生がオススメする

の
英語
秋

先生がオススメする

の
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芸術
秋

お気に入りの絵を
みつけよう！

中学2年生の美術の授業で、好きな絵を1つ
選び、それをもとに作品を作る課題が出ま
した。みんなが好きな絵を決める中、私には
どの絵も上手に見えて、教科書をパラパラ
めくってもどれがよいか決められませんでし
た。しかし、教科書をめくる指がふと止まっ
たページがありました。そこにあった絵画
は、モネが描いた『印象　日の出』です。当時
は何が私の心を惹きつけたのか分かりませ
んでしたが、ほかの絵とは違う気がしまし
た。さて、いざ作品を作ると、元の作品の微
妙な色合いを再現できず、先生の評価は
散々でした。ですが、『印象　日の出』は今で
も心に残る作品の一つです。芸術の秋に、皆
さんも自分のお気に入りを見つけてみては
どうでしょう。

平井祐也先生

「芸術の秋」と聞くと海外の絵画などの美術
作品を連想する人が多いと思いますが、実は
「芸術の秋」という言葉は諸説ありますが日
本発祥の言葉といわれています。日本は四季
各々の訪れを色彩鮮やかに映し出す自然風景
が特徴的でこれも一種の芸術だと思います。
私はそんな風景の中でも秋の紅葉が一番好
きで、この時期になると奈良に紅葉を観に行
きます。特に奈良公園の紅葉はカエデの数が
多くてその景色に圧倒されます。余談ですが
過去の観光のときに一度だけ奈良のシカに
私の荷物をどこかへ持って行かれそうになり
ましたがそれも今となっては良い思い出です。
この秋、紅葉を巡り、秋の風情を感じてみて
はいかがでしょうか。

紅葉めぐりを
してみては？

土江俊文先生「芸術」という言葉には、絵のことだけでなく
音楽も含まれます。今回は音楽についてお話
しようと思います。
私は中学1年生から6年間、吹奏楽部に所属
していました。それまで音楽に触れることな
どなく、一から学ぶことになったため、不安に
駆られていました。けれども、部活の時間はも
ちろん、楽器を家に持って帰ってなどの自主
練習を重ねるたび、音楽の面白さや趣深さに
惹かれていきました。そうして、高校生ではコ
ンクールやコンテストで結果を残すことがで
きました。
この6年間の努力が、今も自分を支えてくれ
ています。何かに熱中し、一生懸命頑張れる
ことは、とても美しく素晴らしいことだと思い
ます。皆さんも、自分の「頑張れること」を見つ
けて、尽力してみましょう。いつか、そのことが
自分を救ってくれますよ。

音楽鑑賞は
どうですか？

小谷真奈先生

スポーツ
秋

バスケットボールは
どうでしょう？

私は中学生になり、バスケットボール部に
入りました。小学生だったころに仲の良かっ
た友達が引っ越して違う中学校に通うこと
になり、「同じバスケ部に入って大会でまた
会おう」と約束をしたのがきっかけでした。
そんな理由で始めたクラブ活動でしたが、ス
ポーツを、特にバスケットボールをしていて
良かったなと思うことがあります。それは相
手の立場になって物事を考えられるように
なったことです。どこにパスを落としたら取
りやすいか、私がどう動いてあげたらプレー
しやすいのか、などを考えるようになりまし
た。こういった力は、大人となった今の生活
にも大きく力を発揮しているように感じま
す。スポーツだけではなく、勉強も一生懸命
取り組むことが大切です。この秋から、ス
ポーツも勉強も一生懸命に取り組もう！

金田莉佳先生

私は中学生の時、陸上部に所属していまし
た。長距離を専門としていたので、秋になると
駅伝大会に向けた練習を思い出します。目標
を達成するために山を走ったり、ダッシュを
したり。もちろん楽しいこともありましたし、
大変な練習も多くありました。
大人になった今「中学生の時にあれだけ頑張
れたから、今も頑張れる！」と思う時がありま
す。「頑張った経験」を中学生の時に作れたこ
とは、とても幸せです。
今これを読んでいる皆さんにも目標があると
思います。その目標にむけた「頑張った経験」
は大人になっても必ず生きてきます。あの頃
の「頑張った経験」は大人になった私の「財
産」です。皆さんもぜひ小学生や中学生の間
に「財産」をつかんでください！

何か一つ
がんばってみよう

鈴木万里奈先生私は、スポーツはやるのも観るのも大好きで
す！特にバレーボールが好きで、秋からはV
リーグが始まるのでわくわくしています。
どのスポーツにおいても、「もう無理。負けそ
う」と思われるような試合でも一発逆転なん
てことがあります。その時いつも「最後はどう
なるか分からないな」と思います。それは勉
強においても同じです。今、調子が悪くても
逆に調子が良くても、最後にはどうなってい
るか全くわかりません。そのため、今の成績に
気を落とさず、また油断せず日々の時間を大
切にし、コツコツ勉強に励んでください。気分
転換も必要です！たまには体を動かして、リ
フレッシュしましょう！スポーツ観戦で、ハラ
ハラドキドキを味わうのもいいかもしれませ
ん。

バレーボールも
良いですよ！

井手加奈子先生

スポーツと言うと夏が本番だと考える方が
多いかもしれませんが、種目によっては秋
でも楽しめるものや秋に本番を迎えるもの
もあります。私は学生時代に野球をやって
いましたが、秋でもリーグ戦が行われてい
ました。競技そのものを楽しむことは勿論
ですが、スポーツによっては既に来年度を
見越してチーム編成が始まっていることも
あります。自分が所属するチーム内であれ
ば、誰がレギュラーになるのかを考えたり、
ライバルチームであれば、誰がチームの中
心になるんだろうと思案したり、などなど。
力量を磨くことも大切ですが、ある意味で
はスポーツは情報戦。知っているだけで試
合を有利に導くような情報を見逃さないよ
うにお気をつけください。

スポーツも
情報が大切

前田晃伸先生

私からは効果的な筋力の増やし方につい
て、お話しします。最近、「筋トレ」が流行し
ており、巷では健康食品などが爆発的な人
気ですが、騙されてはいけません。
それで筋肉は増えません。夢物語です。
効果的な筋肉の増加は…「計画」「継続」
「貫く」です。これは、筋トレだけでなくすべ
てに通じることです。例えば、勉強だと、何
を勉強するのかが「計画」。あきらめずに続
けることが「継続」。自分を信じ切ることが
「貫く」です。
私は、学生時代は「野球」に明け暮れ、今
は、1週間の中で仕事前後の「筋トレ」を計
画し、精神・肉体的にも健康を維持するよ
うに心がけています。
みなさんも３つのことを考えて、いろいろな
ことに挑戦してほしいです。

筋　肉

中洲崇憲先生

先生がオススメする

の

「芸術」という言葉を聞いて、どのように感
じるでしょうか。「自分とは縁がない世界
だぁ～。」と思う人もいれば、身近に感じる
人もいるでしょう。私も小中学生の頃は、前
者のように考える子どもでした。しかし、芸
術とは本当に身近ではない、深遠なものな
のでしょうか。
芸術は身近にあふれています。例えばテレ
ビで流れるCM。すべて15秒のものなの
に、シンプルでおとなしいものもあれば、華
美で激しい音楽を盛り込んだものなど、
様々なものがあります。CMのように自分の
考えていることや伝えたいことを、絵や音
（もちろん言葉も、効果的に用いれば文学
になります）などを使って表現すれば、それ
は芸術になるのです。日常にあふれる誰か
の表現（＝芸術）に一度目を向けてみる、今
年はそんな秋を過ごしてみるのもいいかも
しれません。

身の回りの芸術を
みつけよう

岩本健太郎先生

芸術と聞いて美術館などを思い浮かべる
人は少なくないでしょう。しかし、美術館と
聞くと「館内で静かにしなくてはいけない
…」、「順路が決まっていて堅苦しいイメー
ジが…」などと思う人も多いことでしょう。
私もその一人です。
そんな人たちにおすすめのスポットを紹介
したいと思います。瀬戸内海に浮かぶアー
トの島「直島」はご存知でしょうか。芸術に
対していいイメージのなかった私が、この
直島では存分に芸術を味わうことができま
した。直島は香川県高松市の北方13km、
岡山県玉野市の南方3kmに位置します。
かぼちゃや猫のオブジェなど島全体にアー
トがちりばめられています。「直島」にはモ
デルルートがありません。建築作品として
の意匠を大切にするために、標識・看板も
ほとんどありません。海に囲まれた「直島」
は、そのときの天気、季節によって、様々な
表情を見せてくれます。真っ青の海と空が
迫ってくる日もあれば、静かな雨が包み込
む日もあります。
みなさんも「直島」へ足を運んで、芸術を感
じてみてはいかがでしょうか。

アートの島「直島」
への旅

森拓真先生

先生がオススメする

の
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読書
秋

読書を好きになる
きっかけ

みなさん、読書はお好きでしょうか。私は読
書が嫌いでした。
文字を読むということが非常に面倒に感じ、
ずっと小学生時代は外で遊んでいました。
しかし、ある時、友達と一緒に図鑑に載って
いた漢字当てクイズをやったときに、友達が
「陸蓮根」や「花椰菜」といった漢字の読みを
当てていました。そのとき友達に「なんでそ
んなの分かるの。」と聞くと、「本に載ってい
たから。」と言っていました。そのときから、
本を読まないと賢くならないと思った私は、
簡単な本から読み始め、本が好きになって
いきました。
本は自分にないたくさんの知識を与えてく
れます。せっかくの読書の秋です。あなたも
本と友達になってみませんか。

清水聡揮先生

猛暑の夏が終わり、冬が近づいてくるまでの
期間。秋は一年で最も過ごしやすい季節で
す。みなさんは普段、本を読みますか？
本は、読めば読むほど、みなさんをアップ
デートしてくれる優れたものです。また、人間
はタイムスリップすることはできませんが、本
を通すと過去に生きていた人とも対話をする
ことができます。1000年前を生きていた人
とも繋がることができるのです。これって素
敵ですよね。
どんな本でも構いません。絵本でも、ライトノ
ベルでも。気になった本を数冊持って、ふらっ
と心地いい気候の外に出かけて読書。また
は、家の中で珈琲を飲みながらまったりと。そ
んなちょっぴり大人な時間を過ごしてみるの
も乙ですね。

本で
タイムスリッップ

八木美咲先生

秋はいろんなことが出来る季節で私も好き
です。その秋でよく言われるのが「読書の
秋」です。読書は本の面白さや魅力に触れ
るだけでなく、言葉の素晴らしさを発見で
きる機会にもなります。
先日、ある言葉に感銘を受けました。それ
は「ありがとう」という言葉です。漢字で書
くと「有難う」と書きます。なぜこう書くのか
ですが、対義語が「当たり前」という言葉だ
からというのが理由です。皆さんは普段か
ら「有難う」と言えていますか。周りの人か
らやってもらっていることが「当たり前」と
感じていて、なかなか素直に言えてないと
思います。その気持ちを伝えるのが難しい
ということで、この字になったそうです。他
にも日本語には素晴らしい言葉が多くあり
ます。読書を通じて発見してみませんか。

すてきな日本語を
みつけよう

小林純先生

小さな頃から、本ばかり読んできました。そ
んな話をすると、「だから国語の先生なんで
すね」などと言われることが多いですが、
「一番好きなのは絵本です」というと、びっ
くりした顔で見られます。名作と言われる
ものを読むことだけが、読書ではありませ
ん。好きなときに、好きな本を読むのが本当
の読書だと思います。挿絵が沢山ある本で
も、ドラマのノベライズでも、何だっていい
んです。本が苦手な人にも、「これは！」と思
えるような運命の出会いがきっとあるはず
です。そのためには、出会いの場は少しでも
多い方がいいですよね。読書の秋、なんて
言葉もありますし、本との出会いにはいい
季節なのではないでしょうか。

本＝出会い

堀佑季先生

先生がオススメする

の
小・・・小学生におすすめ 中・・・中学生におすすめ 高 ・・・高校生におすすめ

アンケートにお答え頂いた方から抽選で紹介した本をそれぞれ2名様ずつにプレゼントいたします。

先生からのおすすめ本

『
春
や
春
』

森
谷
明
子　

著

光
文
社

その他おすすめ本

①きみの友だち
重松清 著／新潮社

②夜は短し歩けよ乙女
森見登美彦 著／角川書店

③おちくぼ姫
田辺聖子 著／角川書店

①一瞬の風になれ
佐藤多佳子 著／講談社

②ランナー
あさのあつこ 著／幻冬舎

③怪盗紳士　怪盗ルパン
モーリス ルブラン 著（南洋一郎 訳）／ポプラ社

①バッテリー
あさのあつこ 著／角川文庫

②あらしのよるに
きむらゆういち 著／小学館文庫

③走れメロス
太宰治 著／新潮文庫

平
井 

祐
也
先
生
お
す
す
め

　

私
が
お
す
す
め
す
る
本
は
森
谷
明
子
さ
ん
の
『
春
や
春
』

で
す
。
俳
句
の
良
さ
を
主
張
し
て
国
語
の
教
師
と
対
立
し

た
女
子
高
校
生
の
茜
。
友
人
の
東
子
に
経
緯
を
話
す
う
ち
、

そ
の
悔
し
さ
を
晴
ら
す
た
め
、
俳
句
甲
子
園
出
場
を
目
指

す
こ
と
か
ら
物
語
が
始
ま
り
ま
す
。
高
校
生
の
青
春
の
輝
き

と
十
七
音
で
多
彩
な
表
現
を
創
り
出
す
俳
句
の
魅
力
に
満

ち
た
小
説
で
す
。
俳
句
を
通
し
て
、
同
好
会
メ
ン
バ
ー
の
絆

が
深
ま
っ
て
い
く
様
子
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
描
か
れ
て
い

き
ま
す
。
私
は
俳
句
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
高
校
時
代
の
部
活
の
こ
と
を
思
い
出
し
懐
か
し
く

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
本
一
番
の
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト

は
俳
句
へ
の
関
心
を
引
き
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
俳
句
に
興
味

が
な
い
人
で
も
、
読
む
前
と
読
ん
だ
後
と
で
は
印
象
が
か
わ

る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。実
際
、私
も
本
を
読
ん
だ
後
は
、『
春

や
春
』の
知
識
で
風
景
を
五
・
七
・
五
で
詠
ん
で
み
た
り
し
ち
ゃ

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
俳
句
を
創
る
と
き
の
極
意
は
「
広
が
る

空
を
見
上
げ
る
な
」
で
す
。
ど
う
い
う
意
味
で
し
ょ
う
か
。

気
に
な
っ
た
方
は
是
非
一
度
手
に
取
っ
て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。
ち
な
み
に
、
著
者
の
森
谷
明
子
さ
ん
は
最
新
の
高
校
入

試
問
題
で
頻
出
の
作
家
さ
ん
な
の
で
、
受
験
生
は
必
見
で

す
よ
。

We want you to read these books.We want you to read these books.

『
Ｎ
Ｏ
．６
』

あ
さ
の
あ
つ
こ　

著

講
談
社

その他おすすめ本

杉
本 

真
理
先
生
お
す
す
め

　

み
な
さ
ん
に
は
、
命
を
か
け
て
も
守
り
た
い
と
思
え
る
人
が
い

ま
す
か
。
今
ま
で
生
き
て
き
た
人
生
の
中
で
そ
ん
な
こ
と
考
え

た
こ
と
も
な
い
！　

そ
ん
な
こ
と
わ
か
ら
な
い
！　

と
思
う
人
が

ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。
実
際
私
自
身
も
、
こ
の
本
に
出
会
う
ま

で
は
全
く
考
え
た
こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
が
こ
の
本
に
出
会
っ
た
の
は
中
学
３
年
生
の
と
き
で
し
た
。

も
と
も
と
、
あ
さ
の
あ
つ
こ
さ
ん
の
本
が
と
て
も
好
き
で
本
の

存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
タ
イ
ト
ル
や
表
紙
だ
け
で
は
ど
の
よ

う
な
内
容
か
想
像
が
で
き
ず
、
手
を
つ
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
友
だ
ち
に
お
も
し
ろ
い
か
ら
ど
う
し
て
も
読
ん
で
ほ
し
い

と
言
わ
れ
読
ん
だ
と
こ
ろ
、
ど
ん
ど
ん
Ｎ
Ｏ
．６
の
世
界
に
引
き

込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。『
Ｎ
Ｏ
．６
』
と
言
わ
れ
る
人
類
の
理

想
を
実
現
し
た
街
で
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
最
高
ラ
ン
ク
の
エ
リ
ー
ト

と
し
て
育
て
ら
れ
て
き
た
紫
苑
は
、「
ネ
ズ
ミ
」
と
名
乗
る
少

年
に
出
会
っ
て
か
ら
運
命
が
急
転
回
し
て
し
ま
い
ま
す
。
生
き

て
い
く
た
め
、
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か
、
生
き
る
と
い
う
こ
と

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
今
私
た
ち
が
当
た
り
前
に
考
え
て

い
る
こ
と
が
、
実
は
違
う
世
界
か
ら
見
る
と
当
た
り
前
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
物
語
だ
と
思
い
ま
す
。
主

人
公
の
少
年
2
人
の
、
ま
っ
す
ぐ
で
も
ど
か
し
く
不
器
用
な
気

持
ち
の
伝
え
方
に
共
感
す
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
必
ず
1

冊
読
み
終
え
た
後
に
、
自
分
に
つ
い
て
、
周
り
の
人
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
る
本
で
す
。
読
む
と
き
の
自
分
の
気
持
ち
や
、
環

境
、
年
齢
に
よ
っ
て
同
じ
物
語
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
捉
え
方
が
で

き
る
本
で
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
何
度
も
読
み
返
し
て
味
わ
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
！

『
音
律
と
音
階
の
科
学
』

小
方
厚　

著

講
談
社

その他おすすめ本

石
川 
淳
也
先
生
お
す
す
め

　

み
な
さ
ん
、「
音
楽
」
は
好
き
で
す
か
？　

日
常
生
活
に

お
い
て
、
駅
や
学
校
な
ど
の
様
々
な
場
所
で
「
音
楽
」
を
聞

く
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
勉
強
の
合
間
の
息
抜

き
を
す
る
と
き
、元
気
が
な
い
と
き
や
悲
し
い
と
き
な
ど
、「
音

楽
」
に
触
れ
る
機
会
と
い
う
の
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
さ
て
、
こ
の
本
で
は
そ
ん
な
「
音
楽
」
が
で
き
た
歴
史

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
普
段
聞
い
て
い
る

曲
や
昔
の
名
曲
、
さ
ら
に
は
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
耳
に
す

る
メ
ロ
デ
ィ
ー
な
ど
が
生
ま
れ
た
の
は
、
数
学
者
で
あ
る
ピ
タ

ゴ
ラ
ス
が
音
と
数
字
の
秘
密
を
発
見
し
た
お
か
げ
で
す
。「
音

楽
」
と
「
数
学
」、
全
く
関
係
の
な
い
よ
う
に
感
じ
る
両
者

に
は
ち
ょ
っ
と
意
外
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
は
ど

う
や
っ
て
そ
の
関
係
を
見
つ
け
た
の
で
し
ょ
う
か
？
日
常
生
活

で
何
気
な
く
使
わ
れ
て
い
る
「
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
」
の
音
は

ど
う
や
っ
て
誕
生
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
ん
な
疑
問
の
解

決
か
ら
現
在
の
「
音
楽
」
に
使
わ
れ
て
い
る
平
均
律
ま
で
幅

広
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
本
を
読
み
終
え
る
こ
ろ

に
は
き
っ
と
皆
さ
ん
の
中
で
今
ま
で
の
「
音
楽
」
と
「
数
学
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。「
音
楽
」と「
数

学
」
の
不
思
議
な
関
係
に
み
な
さ
ん
も
驚
か
さ
れ
る
こ
と
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
！　

ぜ
ひ一
度
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

中

高

中

小

中
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KAISEI student interview
インテル国際学生科学技術フェア

（Intel ISEF）

アメリカ数学会賞1等賞 受賞

数学部門特別賞受賞は日本初の快挙！

彦根東高校　3年生　坂井 龍征さん

開成教育セミナーの元塾生である坂井龍征さんを含む、彦根東高校SS部数学班のメンバーが、
インテル国際学生科学技術フェア（Intel ISEF）においてアメリカ数学会賞1等賞を受賞しました！
開成教育セミナーのシリウスコースで勉強し、滋賀県立彦根東高校に合格。現在は大学受験生で
ある坂井龍征さんに彦根東高校での活動についてお話をうかがいました。

数
学
部
門
特
別
賞
を
受
賞

先
ず
は
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

よ
か
っ
た
ね
。す
ご
い
で
す
よ
ね
！

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
毎
年
応
募
し
て
い
る
の
？

そ
う
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
す
。去
年
は
応
募

し
た
け
ど
出
ら
れ
な
く
て
、今
年
は
出
ら
れ
ま

し
た
。

日
本
代
表
に
な
る
だ
け
で
も
す
ご
い
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。

そ
う
で
す
ね
。

今
回
3
人
だ
け
で
行
っ
て
る
け
ど
、今
年
出
よ

う
と
思
っ
た
の
は
、3
人
が
考
え
て
受
賞
し
た

内
容
で
出
そ
う
と
な
っ
た
わ
け
？

そ
ん
な
感
じ
で
す
ね
。研
究
が
始
ま
っ
た
当
初

は
、ひ
と
つ
上
の
先
輩
が
や
っ
て
い
て
、そ
れ
を

引
き
継
ぐ
形
で
や
り
ま
し
た
。

発
表
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
も
ら
っ

て
い
い
か
な
？

中
学
校
の
と
き
の
冬
期
講
習
の
正
月
特
訓
テ

キ
ス
ト
に
載
っ
て
た
、球
を
い
く
つ
か
重
ね
て
乗

せ
る
よ
う
な
感
じ
の
も
の
で
す
。（
図
1
）

重
ね
方
に
よ
っ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

た
り
す
る
の
？

「
ソ
デ
ィ
の
6
球
連
鎖
※
1
」っ
て
い
う
の
が
あ
っ

て
、そ
れ
の
拡
張
っ
て
い
う
か
、そ
こ
か
ら
さ
ら

に
球
を
作
っ
て
い
く
と
、そ
う
す
る
と
球
の
数

が
規
則
的
に
な
っ
て
い
く
、そ
の
個
数
を
n
で

表
し
て
n
回
を
繰
り
返
し
た
と
き
の
複
数
が

6
の
2
乗
に
な
る
と
い
う
。

そ
れ
を
発
見
し
た
っ
て
こ
と
？

そ
う
で
す
。

か
っ
こ
い
い
ね
！
坂
井
く
ん
は
中
3
の
と
き
か
ら

数
学
が
得
意
だ
っ
た
か
ら
、そ
う
い
う
こ
と
も

出
来
そ
う
だ
け
ど
、英
語
は
そ
こ
ま
で
得
意

じ
ゃ
な
か
っ
た
よ
ね
？

は
は
っ
、そ
う
で
す
ね
。

英
語
で
発
表
し
な
い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
？

ま
ぁ一
応
そ
う
で
す
。

み
ん
な
の
前
で
発
表
す
る
の
？

会
場
内
に
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ

て
あ
っ
て
、ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
※
2
っ
て
言
う
の
か
な
。ポ

ス
タ
ー
の
前
に
審
査
員
が
来

て
、概
要
を
口
頭
で
説
明
し

て
、質
疑
応
答
み
た
い
な
。

相
手
は
ア
メ
リ
カ
人
だ
か
ら

英
語
で
説
明
し
な
い
と
い
け

な
い
で
し
ょ
？ 

本
番
は
通
訳
の
方
も
居
た
ん

で
す
け
ど
、分
か
る
範
囲
で
自
分
た
ち
で
話
せ

る
範
囲
は
自
分
た
ち
で
説
明
す
る
っ
て
い
う
方

針
で
。

3
人
の
中
で
主
に
誰
が
っ
て
い
う
役
割
は
あ
っ

た
ん
で
す
か
？

一
応
、研
究
の
パ
ー
ト
を
分
け
て
説
明
す
る
場
所

を
決
め
て
お
く
っ
て
い
う
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
ん
で

す
け
ど
、た
だ
数
学
の
審
査
員
の
質
問
が
同
じ

数
学
の
証
明
部
分
に
集
中
し
て
、結
構
偏
っ
た

質
問
に
な
っ
て
あ
ま
り
意
味
が
な
か
っ
た
で
す
ね
。

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
る
の
は
、何
日
ぐ
ら

い
あ
る
の
？

審
査
は
1
日
な
ん
で
す
よ
。準
備
が
2
日
あ
っ

て
、そ
の
後
結
果
発
表
ま
で
2
〜
3
日
あ
っ

て
っ
て
そ
ん
な
感
じ
で
大
会
自
体
は
そ
ん
な
長

く
な
い
感
じ
で
し
た
。

他
の
チ
ー
ム
と
は
友
達
に
な
れ
ま
し
た
？

あ
ん
ま
り
練
習
会
の
と
き
に
は
話
せ
な
か
っ
た

ん
で
す
け
ど
、ア
メ
リ
カ
へ
行
っ
て
同
じ
大
会
の

人
た
ち
と
は
結
構
話
す
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
国
の
人
た
ち
と
は
交
流
で
き
ま
し
た
？

各
国
の
人
た
ち
と
ピ
ン
バ
ッ
チ
や
小
物
を
持

ち
寄
っ
て
交
換
す
る
ピ
ン
バ
ッ
チ
交
換
会
っ

て
い
う
の
が
あ
っ
て
、会
話
っ
て
い
う
の
は

「
W
h
e
r
e 

a
r
e 
y
o
u 

f
r
o
m
?
」

と
か
、ほ
ん
と
簡
単
な
こ
と
ぐ
ら
い
で
す
け
ど
、

会
話
し
ま
し
た
。

今
回
そ
の
大
会
に
出
て
み
て
、仕
事
や
将
来
に
繋

が
っ
て
い
く
な
っ
て
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

や
っ
ぱ
り
英
語
っ
て
大
切
だ
な
と
、本
当
に
強

く
思
い
ま
し
た
。数
学
は
や
っ
ぱ
り
客
観
的
に

考
え
る
た
め
の
道
具
で
、大
切
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。僕
も
理
系
に
行
き
た
い
な
ぁ
と
思
っ
て

ま
す
け
ど
、ま
だ
何
学
科
と
か
は
決
め
て
な
く

て
。

ま
だ
決
め
て
な
い
の
？
も
う
3
年
生
だ
し
そ
ろ

そ
ろ
大
学
も
絞
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
し
、

ど
う
考
え
て
る
の
？
将
来
こ
ん
な
こ
と
し
た
い

な
ぁ
っ
て
こ
と
で
絞
る
と
思
う
ん
だ
け
ど
、そ
こ

ま
で
ま
だ
行
っ
て
な
い
？

ま
だ
で
す
ね
…
。

だ
め
じ
ゃ
な
い（
笑
）せ
っ
か
く
受
賞
し
た
し
、イ

ン
テ
ル
に
就
職
と
か
考
え
て
な
い
の
？

僕
で
は
全
然
無
理
で
す
ね
。結
構
、何
人
も
居

る
ん
で
…
。だ
か
ら
ま
ぁ
も
っ
と
勉
強
し
な
い
と

ダ
メ
か
な
ぁ
。

凄
い
人
た
ち
と
い
ろ
ん
な
こ
と
に

取
り
組
む
こ
と
は
割
と
面
白
い

で
は
、彦
根
東
高
校
に
行
こ
う
と
思
っ
た
理

由
は
？

う
ー
ん
…
そ
こ
ま
で
大
き
な
理
由
は
な
か
っ
た

か
な
…
。成
績
か
ら
み
て
、彦
根
東
高
校
か
膳

所
高
校
ぐ
ら
い
し
か
無
い
し
、通
う
距
離
で
考

え
れ
ば
彦
根
東
高
校
に
な
り
ま
し
た
。

彦
根
東
高
校
に
行
っ
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

ま
ぁ
、凄
い
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
な
っ
て
。

前
か
ら
、出
来
る
人
た
ち
が
い
る
か
ら
行
っ
て

会
っ
て
く
る
と
良
い
よ
っ
て
言
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、

ま
さ
に
そ
う
い
う
感
じ
だ
っ
た
？

そ
う
で
す
ね
。凄
い
人
た
ち
と
い
ろ
ん
な
こ
と

に
取
り
組
む
こ
と
は
割
と
面
白
い
し
、自
分
に

と
っ
て
は
行
っ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

で
き
た
ら
、後
輩
た
ち
に
こ
こ
が
面
白
い
、こ
こ

が
良
い
っ
て
オ
ス
ス
メ
し
て
ほ
し
い
と
思
う
ん
だ

け
ど
。

一
番
最
初
に
話
し
た
、凄
い
人
が
た
く
さ
ん
い

る
っ
て
こ
と
で
す
ね
。

高
校
に
進
学
し
て
、ま
す
ま
す
数
学
は
楽
し
く

な
っ
た
？

数
学
は
…
微
妙
で
す
ね
。そ
ん
な
に
悪
く
は
な

い
ん
で
す
け
ど
…
一
番
得
意
な
教
科
だ
と
思
う

ん
で
す
け
ど
、中
学
生
の
と
き
ほ
ど
自
信
が
あ

る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
。

今
や
っ
て
る
中
で
は
、数
学
が一
番
得
意
？

ま
ぁ
そ
う
で
す
ね
。

今
、数
Ⅲ
な
ん
で
し
ょ
？

そ
う
、数
Ⅲ
で
す
。微
分
と
か
積
分
と
か
や
や

こ
し
い
で
す
。

自
分
が
数
学
で
難
し
い
問
題
に
当
た
っ
た
と
き

は
ど
う
す
る
の
？
た
と
え
ば
今
回
の
も
の
と
か
。

パ
ッ
と
発
見
す
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
？

手
当
た
り
次
第
や
っ
て
み
た
り
、時
間
か
け
て

や
っ
て
み
た
り
す
る
の
も
大
事
か
な
。

普
段
や
っ
て
て
解
け
な
い
問
題
が
で
て
き
た
ら
、

ど
う
す
る
の
？

た
と
え
ば
、証
明
し
て
い
く
よ
う
な
問
題
だ
と
、

途
中
ま
で
書
い
て
、上
手
く
い
か
な
い
場
合
と

か
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？ 

直
感
的
な
感
じ
だ
け
ど
、解
け
そ
う
な
と
き
だ

と
時
間
か
け
て
み
て
、も
う
何
し
て
る
か
わ
か

ら
な
い
と
き
は
、答
え
見
て
し
ま
っ
て
覚
え
る
と

き
も
あ
り
ま
す
。

数
学
っ
て
公
式
が
割
と
た
く
さ
ん
出
て
く
る
か

ら
、覚
え
て
適
用
し
て
い
く
の
は
得
意
で
し
ょ
？

ま
ぁ
公
式
だ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、最
近
や
っ

て
る
積
分
と
か
だ
と
、ど
こ
を
積
分
す
れ
ば
よ

い
か
と
か
着
眼
点
み
た
い
な
も
の
が
、あ
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
？
そ
う
い
う
の
は
パ
タ
ー
ン
と
し
て

覚
え
た
ほ
う
が
納
得
し
ま
す
ね
。

坂
井
く
ん
が
も
と
も
と
数
学
が
好
き
に
な
っ
た

の
は
何
で
か
な
？
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
得
意

だ
っ
た
？
得
意
っ
て
い
う
の
と
好
き
っ
て
い
う
の

は
違
う
と
思
う
け
ど
、ど
っ
ち
か
な
？

中
学
生
の
と
き
は
ど
っ
ち
も
だ
っ
た
ん
で
す
け

ど
、最
近
は一
応
得
意
か
な
。

好
き
っ
て
わ
け
で
は
な
い
？

最
近
は
微
妙
で
す
ね
…
。

最
近
は
ど
の
科
目
が
好
き
な
の
？

数
学
は
結
構
好
き
な
方
な
ん
で
す
け
ど
、物
理

も
同
じ
く
ら
い
好
き
で
す
。

物
理
は
全
然
得
意
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
、

ま
ぁ
割
と
好
き
。

面
白
い
の
？

そ
う
で
す
ね
。

覚
え
た
こ
と
を
上
手
に
使
え
る
よ
う
に

く
り
返
し
練
習
す
る
こ
と
が
大
切

坂
井
く
ん
の
よ
う
な
人
が
た
く
さ
ん
出
て
ほ
し

い
ん
だ
け
ど
、み
ん
な
数
学
は
苦
手
だ
か
ら
、ど

う
し
た
ら
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
聞
き
た
い
ん

で
す
よ
。

も
し
中
学
3
年
生
で
数
学
が
苦
手
な
ん
で
す
よ
っ

て
子
が
い
た
ら
、何
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
か
？

覚
え
る
っ
て
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。公

式
だ
け
で
は
な
く
、解
く
パ
タ
ー
ン
と
い
う
か
着

眼
点
で
す
ね
。

基
本
的
な
こ
と
や
技
術
的
な
こ
と
は
覚
え
て

し
ま
っ
て
、そ
れ
を
上
手
に
使
え
る
よ
う
に
く

り
返
し
練
習
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

高
校
は
覚
え
る
こ
と
が
多
す
ぎ
て
、少
し
つ
ま

ら
な
く
な
る
ん
で
す
け
ど
。

高
校
の
勉
強
は
大
変
で
し
ょ
？

大
変
で
す
ね
。僕
は
本
当
に
1
年
生
の
と
き
か

な
り
嫌
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、課
題
を
こ
な
す
の

が
精
一
杯
で
、テ
ス
ト
前
日
に
徹
夜
し
て
や
っ
た

り
と
か
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
…
大
変
な
時
期
も

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
は
順
位
的
に
は
良
く
な
か
っ
た
？

順
位
的
に
は
、1
年
生
か
ら
2
年
生
中
盤
に
か

け
て
は
緩
や
か
に
落
ち
て
行
き
ま
し
た
ね
。

緩
や
か
に
落
ち
て
い
っ
た
？
最
初
は
何
番
ぐ
ら

い
だ
っ
た
の
？

入
学
し
た
最
初
、ほ
ん
と
に
ま
ぐ
れ
だ
っ
た
と

思
う
ん
で
す
け
ど
、同
点
で
2
番
で
し
た
。

そ
れ
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
そ
れ
が
最
悪

で
ど
こ
ま
で
落
ち
た
の
？

え
〜
っ
と
、模
試
で
い
う
と
半
分
よ
り
下
へ
落
ち

た
こ
と
は
無
い
で
す
け
ど
、定
期
テ
ス
ト
は
や
ば

い
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
こ
と
あ
り
ま
す
。

彦
根
東
高
校
は
3
2
0
人
で
し
た
っ
け
？

そ
の
く
ら
い
で
す
ね
。

1
5
0
番
を
超
え
た
こ
と
が
あ
る
と
？

え
ー
…
そ
う
で
す
ね
…
。

2
0
0
番
台
も
あ
る
？

あ
り
ま
す
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
ん
で
す
ね
。今
は
ど
の
く
ら
い
ま
で
復

活
し
ま
し
た
か
？

今
で
も
定
期
テ
ス
ト
は
良
く
な
い
ん
で
す
け
ど
、

模
試
で
2
年
生
の
3
月
ぐ
ら
い
に
や
っ
た
も
の

だ
と
30
位
ぐ
ら
い
ま
で
戻
っ
て
き
ま
し
た
。た

ま
た
ま
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
。

い
や
い
や
。そ
れ
は
な
ぜ
戻
っ
て
き
た
の
？

う
ー
ん
。数
学
の
ミ
ス
が
少
な
く
な
っ
た
の
と
、

あ
と
は
国
語
が
最
後
に
解
け
た
こ
と
で
す
か
ね
。

集
中
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、粘
り
強
く

解
い
た
の
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

戻
っ
て
き
た
の
は
、勉
強
を
や
っ
た
か
ら
で
す
ね
、

多
分
。落
ち
て
る
と
き
は
や
っ
て
な
い
ん
だ
ね
。

そ
う
で
す
ね
。模
試
っ
て
時
間
が
長
い
の
で
、途

中
で
分
か
ら
な
く
な
る
と
諦
め
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
っ
て
、取
れ
る
問
題
も
取
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

諦
め
な
い
で
粘
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
ん
で
す
ね
。

そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。そ
れ
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
が
こ
の
研
究
に
も
繋
が
っ
た
の
か
な
？

特
に
今
回
取
り
組
ん
だ
内
容
は
、何
度
も
く
り

返
し
て
、違
う
も
の
を
省
い
て
い
く
作
業
だ
っ
た

の
で
。諦
め
ず
に
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
突
き

詰
め
て
い
く
こ
と
は
大
切
で
し
た
。

中
学
生
の
と
き
は
も
う
、た
く
さ
ん
や
る

開
成
教
育
セ
ミ
ナ
ー
に
通
い
だ
し
た
の
は
、中

学
2
年
生
の
終
わ
り
ぐ
ら
い
だ
っ
た
か
な
？

そ
ん
な
時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

通
い
だ
し
た
き
っ
か
け
は
何
で
し
た
か
？

何
や
っ
た
ん
で
す
か
ね
？
あ
ま
り
覚
え
て
な
い

ん
で
す
け
ど
…
中
学
2
年
生
の
終
わ
り
頃
に
、

前
行
っ
て
た
塾
を
辞
め
た
ん
で
す
よ
。

前
の
塾
を
辞
め
て
、開
成
教
育
セ
ミ
ナ
ー
が
駅

前
近
く
に
あ
っ
た
か
ら
、通
い
だ
し
た
？

た
ぶ
ん
そ
う
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、シ
リ
ウ
ス
で
彦
根
本
部
教
室
に
来
て

も
ら
っ
た
と
思
う
け
ど
、シ
リ
ウ
ス
に
来
て
最

初
の
頃
は
ど
う
思
い
ま
し
た
か
？

ま
ぁ
難
し
そ
う
な
と
こ
ろ
に
来
た
な
ぁ
と

思
っ
て
…
。

難
し
い
こ
と
し
て
た
も
ん
ね
。あ
の
頃
も
出
来

る
生
徒
が
結
構
居
た
か
ら
ね
。

そ
の
辺
は
彦
根
東
高
校
へ
行
っ
た
感
覚
に
似
て

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

そ
う
で
す
ね
。同
じ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

シ
リ
ウ
ス
の
授
業
は
難
し
か
っ
た
で
す
か
？
今

に
比
べ
る
と
全
然
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。

覚
え
て
る
限
り
で
は
特
に
国
語
は
、苦
手
意
識

が
あ
り
ま
し
た
ね
、当
時
か
ら
。英
語
は
当
時

好
き
で
し
た
け
ど
、数
学
ほ
ど
得
意
で
は
な

か
っ
た
け
ど
、ま
ぁ
好
き
で
し
た
ね
。

で
き
た
ら
、こ
ん
な
ふ
う
に
勉
強
し
て
い
っ
た
ら

良
い
と
か
、こ
ん
な
こ
と
考
え
て
高
校
選
ぶ
と

良
い
よ
っ
て
こ
と
を
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
。

中
学
生
の
と
き
は
も
う
、た
く
さ
ん
や
る
っ
て

こ
と
ぐ
ら
い
し
か
、覚
え
て
な
い
で
す
け
ど
。

た
く
さ
ん
や
る
の
が
良
か
っ
た
？

そ
う
で
す
ね
。た
ぶ
ん
。

と
に
か
く
い
ろ
ん
な
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
？

課
題
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
い
う
か
、問
題
集

を
結
構
解
い
て
い
ま
し
た
。

開
成
教
育
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
渡
し
て
た
の
も
た
く

さ
ん
あ
る
け
ど
、そ
れ
を
片
っ
端
か
ら
や
っ
た
？

そ
う
で
す
ね
。ひ
と
つ
で
も
多
く
こ
な
し
た
の

が
、良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

負
け
て
悔
し
い
な
って
い
う
思
い
が

原
動
力
に
な
る

彦
根
東
高
校
へ
行
っ
た
と
き
に
、凄
い
人
た
ち

と
比
べ
て
、自
分
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
工
夫
し

た
と
か
、努
力
し
た
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
か
？

そ
う
で
す
ね
、出
来
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
と

思
う
ん
で
す
け
ど
、あ
ん
ま
り
人
に
意
識
を
向

け
て
も
良
く
な
い
か
な
と
思
っ
て
、高
校
だ
と

本
当
に
わ
か
ら
な
い
割
合
が
増
え
て
い
く
ん
で

す
け
ど
、そ
う
い
う
の
を
地
道
に
埋
め
て
い
く

ほ
う
が
、大
事
か
な
と
僕
は
思
い
ま
す
。

自
分
の
課
題
と
向
き
合
う
っ
て
こ
と
が
大
事
？

そ
う
で
す
ね
。一
人
ひ
と
り
問
題
は
違
う
と
思

う
ん
で
す
け
ど
。

相
手
と
競
争
す
る
よ
り
も
自
分
の
弱
点
を
き

ち
ん
と
埋
め
た
ほ
う
が
良
い
よ
っ
て
こ
と
で
す

よ
ね
？

そ
う
で
す
ね
。

中
学
校
の
と
き
に
比
べ
る
と
分
か
ら
な
い
な
っ

て
思
う
こ
と
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
か
？

も
う
中
学
校
の
と
き
の
比
で
は
な
い
で
す
ね
。

そ
れ
は
、単
元
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
か
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
内
容
が
難
し
か
っ
た
と
い
う
か
深
か
っ

た
の
か
？

ど
っ
ち
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

中
学
校
と
は
全
然
違
う
、や
っ
ぱ
り
高
校
の
勉

強
に
な
っ
て
い
く
っ
て
こ
と
で
す
ね
。

高
校
に
入
っ
て
、シ
リ
ウ
ス
で
努
力
し
て
取
り

組
ん
だ
こ
と
が
、役
に
立
っ
た
と
思
う
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

同
じ
ぐ
ら
い
の
レ
ベ
ル
の
別
の
教
室
の
人
に
負

け
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、そ
う
い

う
負
け
て
悔
し
い
な
っ
て
い
う
思
い
が
原
動
力

に
な
る
っ
て
思
い
ま
す
よ
ね
。努
力
を
し
て
き
て
、

そ
う
い
う
の
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
。

同
じ
レ
ベ
ル
の
人
た
ち
と
競
い
合
え
た
か
ら
、自

分
一
人
で
や
っ
て
る
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
分
か

る
よ
う
に
な
る
み
た
い
な
。

そ
う
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。や
っ
ぱ
り
、分
か
ら

な
さ
も
同
じ
ぐ
ら
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
分
か

ら
な
い
人
同
士
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、相
手
が
な
ん

で
分
か
ら
な
い
の
か
な
っ
て
い
う
の
も
近
い
人
だ

と
分
か
る
か
な
と
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
共
感
で
き
た
り
と
か
？

そ
う
で
す
ね
。共
感
は
あ
り
ま
し
た
ね
。

情
報
系
と
か
面
白
い
か
な
っ
て
思
って
る

将
来
的
に
今
回
の
研
究
等
を
通
し
て
、そ
れ
を

活
か
す
の
か
ど
う
か
は
別
の
話
か
も
し
れ
な
い
で

す
け
ど
、や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

今
、興
味
が
あ
る
の
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
系
。割

と
個
人
的
に
は
興
味
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
か
好
き
な
の
？
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
と
か
？

割
と
触
る
の
は
好
き
で
す
ね
。そ
う
い
っ
た
機

械
と
か
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
や
ろ
う
と
し
て
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
。け
ど
難
し
い
で
す
ね
…
。

や
っ
て
み
た
け
ど
、難
し
か
っ
た
？

ち
ょ
っ
と
や
っ
て
た
時
期
も
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

三
日
坊
主
み
た
い
な
感
じ
で
し
た
。

じ
ゃ
あ
大
学
で
も
そ
う
い
う
こ
と
が
学
べ
れ
ば

い
い
？

そ
う
で
す
ね
。個
人
的
に
は
、情
報
系
と
か
面

白
い
か
な
っ
て
思
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
。

で
は
、そ
れ
を
叶
え
る
た
め
に
今
後
、自
分
は
こ
ん

な
こ
と
を
努
力
し
た
ら
い
い
と
か
、こ
ん
な
ふ
う
に

頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
る
こ
と
と
か
あ
り
ま
す
か
？

先
ず
は
大
学
受
験
で
す
よ
ね
…
。そ
の
中
で
、

高
校
数
学
っ
て
な
ん
か
、理
系
の
そ
う
い
う
専

門
知
識
っ
て
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、

将
来
の
た
め
に
も
な
る
し
、受
験
の
た
め
に
な

る
と
思
う
の
で
、ち
ゃ
ん
と
や
り
た
い
で
す
。

ひ
と
り
じ
ゃ
な
く
て
、心
強
く
て

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
ね
。

最
後
に
、開
成
教
育
セ
ミ
ナ
ー
の
先
生
た
ち

に
い
ろ
い
ろ
教
わ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

本
当
に
誰
か
教
え
て
く
れ
る
人
が
い
る
っ
て
い

う
の
は
、ひ
と
り
で
問
題
集
と
向
き
合
っ
て
る

の
と
は
違
っ
て
、先
生
が
働
き
か
け
て
く
れ
る
か

ら
、こ
ち
ら
も
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
、引
っ

張
っ
て
行
っ
て
も
ら
う
、そ
う
い
う
面
で
ほ
ん
と

に
ひ
と
り
じ
ゃ
な
く
て
、心
強
く
て
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
ね
。

同
じ
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
人
が
い
て
、周
り
が
や
っ

て
る
か
ら
自
分
も
や
ろ
う
と
思
う
し
、や
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
っ
て
る
か
、間
違
っ
て
る
か
、判
断

し
て
も
ら
っ
て
、そ
れ
に
沿
っ
て
進
め
る
こ
と
も

必
要
っ
て
こ
と
だ
ね
。

そ
う
で
す
ね
。ほ
ん
と
に
ひ
と
り
で
出
来
る

人
っ
て
い
う
の
は
、凄
い
と
思
い
ま
す
ね
。凄
い
ん

で
す
け
ど
、そ
ん
な
人
っ
て
あ
ん
ま
り
た
く
さ
ん

い
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。

そ
う
で
す
ね
。だ
か
ら
、そ
う
い
う
塾
の
環
境
を

上
手
に
使
う
べ
き
で
す
よ
ね
。

周
り
の
影
響
っ
て
い
う
の
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

も
う
そ
ん
な
長
い
間
じ
ゃ
な
い
け
ど
、大
学
に

行
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、坂
井
く
ん
も
家
か
ら
通
お

う
な
ん
て
思
っ
て
な
い
で
し
ょ
？

も
う
、あ
ん
ま
り
居
た
く
な
い
で
す
ね（
苦
笑
）。

ハ
ハ
ハ
。そ
れ
が
普
通
だ
と
思
い
ま
す
よ
。坂
井

く
ん
が
阪
大
と
か
名
大
と
か
、通
お
う
と
思
え

ば
通
え
る
距
離
の
大
学
を
選
ん
で
る
の
が
不

思
議
だ
け
ど
。

そ
う
な
ん
で
す
。ホ
ン
ト
は
関
東
地
方
が
良
い

ん
で
す
け
ど
、た
だ
何
て
い
う
の
か
な
、関
東
地

方
っ
て
や
っ
ぱ
り
レ
ベ
ル
高
い
で
す
よ
ね
。

そ
う
い
う
こ
と
な
の
ね
。

行
け
た
ら
行
き
た
い
ん
で
す
け
ど
、現
状
そ
ん

な
こ
と
言
っ
て
ら
れ
る
レ
ベ
ル
じ
ゃ
な
い
か
ら
。

情
報
系
だ
っ
た
ら
、千
葉
大
学
で
も
レ
ベ
ル
的

に
は
手
が
届
く
だ
ろ
う
し
、先
進
的
な
こ
と
へ

の
取
り
組
み
も
し
て
て
、し
か
も
国
立
大
で
す

し
ね
。し
っ
か
り
選
ん
で
進
学
し
て
も
ら
う
の
が

一
番
良
い
か
な
っ
て
思
い
ま
す
ね
。

そ
う
で
す
ね
。本
気
で
頑
張
っ
て
、も
う
ち
ょ
っ

と
順
位
も
上
げ
て
、で
き
る
な
ら
定
期
テ
ス
ト

も
ち
ゃ
ん
と
上
げ
て
、悔
い
の
な
い
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。

長
い
時
間
で
し
た
け
ど
、い
ろ
い
ろ
お
話
聞
け
て

良
か
っ
た
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

※
1 

ソ
デ
ィ
の
六
球
連
鎖　

イ
ギ
リ
ス
の
化
学
者
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ソ
デ
ィ
が

1
9
3
7
年
に
学
術
雑
誌
ネ
イ
チ
ャ
ー
に
発
表
し

た
、幾
何
学
の
定
理
。

※
2 

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

学
術
的
な
研
究
の
成
果
を
学
会
な
ど
の
会
議
の

場
で
発
表
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
。

図2

ソ
デ
ィ
の
六
球
連
鎖
の
説
明（
図
2
）

外
球（
灰
）に
内
接
し
、

互
い
に
接
す
る
2
つ
の

球（
赤
、橙
）の
周
り
を

取
り
巻
く
球（
緑
）の
連

鎖
数
は
、常
に
6
と
な
る

図1
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分
を
信
じ
る
っ
て
い
う
の
は
受

験
で
は
最
も
大
切
な
こ
と
な
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
中
学
受
験
の
塾
に
四
年
生
か
ら
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
咲
く
や
こ
の
花
に
行

き
た
い
と
六
年
生
に
な
っ
て
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
咲
く
や
受
験
で
良
い

結
果
を
出
し
て
い
た
か
ら
と
い
う
の
が

開
成
教
育
セ
ミ
ナ
ー
を
選
ん
だ
大
き
な

理
由
で
す
。た
だ
、
行
っ
て
み
る
と
先
生

方
の
授
業
が
楽
し
く
て
今
ま
で
の
塾
で

楽
し
い
と
思
っ
た
こ
と
が
無
か
っ
た
分
、

塾
に
行
く
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　
勉
強
に
つ
い
て
ぼ
く
が
一
番
思
っ
て
い

る
こ
と
は
、
人
と
同
じ
こ
と
を
や
っ
て

い
る
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
宿
題
は
ぼ
く
の
中
で
は
勉
強
さ
せ

る
た
め
に
あ
る
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、や
る
気
さ
え
あ

れ
ば
宿
題
は
気
に
し
な
く
て
い
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
実
際
ぼ
く
は
宿
題
を
気

に
せ
ず
に
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。た
だ
、

塾
で
出
さ
れ
た
宿
題
よ
り
多
く
す
る
と

い
う
課
題
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
な
が

ら
。
と
に
か
く
い
ろ
ん
な
問
題
を
す
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
塾
の
教
材
を
全
て

や
る
以
外
に
前
の
中
学
受
験
の
塾
の
教

材
も
や
っ
て
み
た
り
し
ま
し
た
。や
っ
た

後
は
丸
つ
け
を
し
て
間
違
い
直
し
を
し

ま
し
た
。
ぼ
く
の
間
違
い
直
し
の
仕
方

は
、
丸
つ
け
を
し
て
間
違
っ
て
い
た
問
題

の
と
こ
ろ
を
教
材
に
バ
ツ
を
つ
け
て
一
週

間
位
あ
け
た
後
も
う
一
度
問
題
を
解
い

て
、
間
違
っ
て
い
た
ら
解
説
を
読
む
。そ

の
後
教
材
が
全
て
終
わ
っ
た
ら
間
違
っ

た
問
題
だ
け
を
す
る
と
い
う
二
周
目
に

入
り
ま
す
。
結
局
、四
周
ぐ
ら
い
同
じ

問
題
を
解
き
ま
し
た
。
宿
題
を
や
る
だ

け
で
、
満
足
し
て
い
て
は
ダ
メ
だ
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
受
験
当
日
に
実
際
に
出
さ

れ
た
問
題
が
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
過

去
問
と
か
な
り
違
う
こ
と
に
お
ど
ろ
き

ま
し
た
が
、そ
の
と
き
に
た
く
さ
ん
の
問

題
を
こ
れ
ま
で
解
い
て
い
た
こ
と
が
大

き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
に
解

い
た
問
題
の
中
に
む
だ
な
も
の
は
ひ
と
つ

も
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
、
受
験
当
日
に

必
要
な
の
は
自
分
を
信
じ
る
気
持
ち
で

す
。
自
分
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
自
分

は
大
丈
夫
だ
と
思
え
ば
運
は
自
分
に
味

方
し
て
く
れ
ま
す
。
自
分
を
信
じ
て
！

は
姉
が
受
験
を
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
姉
の
通
っ
て
い
た

北
巽
教
室
へ
の
入
塾
を
決
め
ま
し
た
。

入
塾
し
た
と
き
は
四
捨
五
入
の
学
習
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、そ
れ
を
習
得
す

る
の
に
も
か
な
り
か
か
り
ま
し
た
。そ
の

後
も
な
か
な
か
授
業
に
は
つ
い
て
い
け
ず
、

宿
題
を
初
め
て
も
ら
っ
た
と
き
も
出
来

な
く
て
、
く
や
し
く
て
泣
い
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　
第
一
志
望
校
を
決
め
た
の
は
塾
に

入
っ
て
か
ら
二
ヶ
月
ほ
ど
し
て
か
ら
で
し

た
。
僕
の
祖
父
が
大
阪
星
光
学
院
の
合

格
者
が
の
っ
て
い
る
新
聞
を
持
っ
て
き
て

く
れ
ま
し
た
。そ
こ
に
は
僕
の
名
前
と

漢
字
も
読
み
か
た
も
全
く
同
じ
人
が
合

格
し
て
い
る
の
が
の
っ
て
い
ま
し
た
。そ

の
こ
と
を
両
親
に
話
す
と
星
光
の
部
活

の
写
真
な
ど
を
出
し
て
く
れ
て
、
自
分

に
合
っ
て
い
る
な
と
い
う
印
象
を
も
ち
、

星
光
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。で
も
、

と
て
も
難
し
い
学
校
だ
と
知
り
、
不
安

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。五
年
生
に
な
っ
て

も
得
意
教
科
が
な
か
な
か
作
れ
ず
、
伸

び
な
や
ん
で
い
ま
し
た
。け
れ
ど
、あ
き

ら
め
て
は
い
け
な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち

で
努
力
し
て
い
く
と
算
数
が
得
意
教
科

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、六
年
生
の
中
ご
ろ
、
初
め
て

星
光
の
過
去
問
を
や
り
ま
し
た
。そ
の

と
き
は
十
八
点
ほ
ど
し
か
と
る
こ
と
が

で
き
ず
、と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。で
も
、

日
に
日
に
点
数
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
、

と
き
に
は
一
問
間
違
い
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　
入
試
前
日
、も
の
す
ご
く
な
や
ん
だ

こ
と
を
今
で
も
は
っ
き
り
お
ぼ
え
て
い

ま
す
。
星
光
を
受
験
す
る
こ
と
が
と
て

も
こ
わ
く
な
り
ま
し
た
。
県
外
入
試
で

受
け
て
い
た
函
館
ラ
・
サ
ー
ル
が
不
合

格
だ
っ
た
の
で
、
奈
良
学
園
か
星
光
の

ど
ち
ら
を
受
験
す
る
か
で
一
時
間
ほ
ど

な
や
み
、
星
光
を
受
験
す
る
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。そ
し
て
合
格
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
合
格
出
来
た
の
は
も
ち

ろ
ん
、
努
力
も
あ
り
ま
す
が
、や
は
り

支
え
て
も
ら
っ
た
人
た
ち
が
い
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
受
験
す
る
み
な
さ
ん
は
い

ろ
い
ろ
と
苦
し
い
と
き
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。で
も
そ
の
と
き
は
自
分
が
目
標
に

着
実
に
近
づ
い
て
い
る
証
拠
で
す
。苦
し

か
っ
た
あ
と
に
は
き
っ
と
す
ば
ら
し
い
景

色
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

自

僕

合格への軌跡と笑顔を届けます

2018年度入試を終えて 

合格体験記
大阪星光学院中学校

● 大阪市立加美小学校 卒業
● 北巽教室

その他合格校
● 奈良学園中学校  特進コース
● 明星中学校（大阪）  特進コース

平田 拓也さん

咲くやこの花中学校
ものづくり

● 大阪市立豊仁小学校 卒業
● JR野田駅前教室

　

仮屋薗 佑音さん
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● 私立近江兄弟社中学校 卒業
● 膳所教室

その他合格校
● 光泉高校　Ⅲ類人文・理数コース

丹羽 奈々子さん

が
開
成
教
育
セ
ミ
ナ
ー
に
入
塾

し
た
の
は
、
中
学
三
年
生
の
四
月

で
し
た
。
中
二
シ
リ
ウ
ス
の
授
業
を
受
け

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
私
は
開
成
教

育
セ
ミ
ナ
ー
に
通
う
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。は
じ
め
の
う
ち
は
慣
れ
な
い
通
塾

や
レ
ベ
ル
の
高
い
授
業
に
戸
惑
う
こ
と
も

多
く
、し
ん
ど
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
私
の
支
え
と
な
っ
た
の
は
、

熱
心
な
指
導
を
し
て
く
だ
さ
る
先
生

方
や
周
り
で
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
い
る
仲
間
の
姿
で
し
た
。

　
中
三
の
九
月
に
な
り
、
周
り
も
本
格

的
な
受
験
モ
ー
ド
に
入
っ
た
頃
、
私
は

膳
所
高
校
を
受
験
す
る
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。し
か
し
、
模
試
で
は
思
う
よ

う
な
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
不

安
な
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
う

や
っ
て
勉
強
し
た
ら
い
い
か
も
わ
か
ら
ず
、

た
だ
た
だ
漠
然
と
時
間
が
過
ぎ
て
い
ま

し
た
。そ
ん
な
時
に
ふ
と
周
り
を
見
て

み
る
と
、そ
こ
に
は
自
分
の
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
を
続
け
て
い
る
仲
間
の
姿

が
あ
り
ま
し
た
。そ
ん
な
仲
間
の
姿
が
、

私
の
や
る
気
を
奮
い
立
た
せ
、
私
の
勉

強
に
向
か
う
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

模
試
や
過
去
問
で
も
安
定
し
て
点
数
を

取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
に
自
信
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
実
は
そ
う
う
ま
く
い
く

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
満
を

持
し
て
臨
ん
だ
特
色
入
試
で
、
不
合
格

と
な
っ
た
の
で
す
。
最
後
の
模
試
で
Ｂ
判

定
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
志
望
校
を
下

げ
よ
う
か
な
。」と
悩
む
日
々
が
続
き
ま

し
た
。そ
ん
な
と
き
、シ
リ
ウ
ス
の
最
初

の
授
業
で
先
生
が
言
っ
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。そ
れ
は
、「
ど
ん
な

に
つ
ら
く
て
も
諦
め
な
い
」こ
と
で
す
。

そ
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
、「
最
後
ま
で

諦
め
ず
挑
戦
し
て
み
よ
う
！
」と
思
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
般
入
試
当
日
、
私
は「
私
な
ら
で
き

る
。
大
丈
夫
。」と
、
自
分
に
言
い
聞
か

せ
ま
し
た
。そ
の
甲
斐
が
あ
っ
て
か
、
本

番
は
自
信
を
も
っ
て
落
ち
着
い
て
問
題

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
受
験
を
す
る
皆
さ
ん
。
受

験
は
、
長
く
苦
し
い
戦
い
に
な
る
と
思

い
ま
す
。し
か
し
、
辛
く
て
も
諦
め
な
い

こ
と
、そ
し
て
、
自
信
を
持
つ
こ
と
。こ

の
二
つ
は
、
決
し
て
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
努
力
は
必
ず
実
を
結
び
ま
す
。

は
中
学
二
年
生
の
と
き
に
、こ
の

開
成
教
育
セ
ミ
ナ
ー
に
入
塾
し

ま
し
た
。
最
初
の
頃
は
、ク
ラ
ス
に
馴
染

め
る
の
か
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
る
の
か
、

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。で
も
、ク
ラ

ス
の
子
が
や
さ
し
く
接
し
て
く
れ
た
り
、

先
生
方
が
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

お
か
げ
で
、
私
に
と
っ
て
塾
は
か
け
が
え

の
な
い
場
所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
三
年
生
に
な
っ
て
、シ
リ
ウ
ス
が
毎
週

あ
っ
た
り
、日
曜
日
に
も
ゼ
ミ
が
あ
っ
た

り
と
塾
に
行
く
こ
と
が
か
な
り
増
え
ま

し
た
。シ
リ
ウ
ス
や
ゼ
ミ
で
は
、
難
し
い

問
題
で
も
解
け
る
人
が
い
て
、
私
は
周

り
の
人
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
と
感
じ
て

焦
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。し
か

し
、そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
努
力
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合
宿
で
は
、
色
々

な
先
生
か
ら
授
業
を
受
け
ら
れ
た
り
、

同
じ
学
力
の
人
と
一
緒
に
勉
強
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
刺
激
を
う
け
ま

し
た
。
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
く
ら
い
勉
強
を
し
て
、
本
当
に
大
変

で
し
た
が
、そ
れ
だ
け
の
自
信
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
中
学
二
年
生
の
頃
か
ら
ず
っ

と
天
王
寺
高
校
を
志
望
し
て
き
ま
し
た
。

今
ま
で
の
開
成
公
開
テ
ス
ト
や
模
試
で
、

自
分
の
納
得
の
い
く
結
果
が
で
ず
に
落

ち
込
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

私
は
誰
よ
り
も
、こ
の
高
校
に
行
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
と
い
う
自
信

が
あ
っ
た
の
で
、
前
向
き
に
勉
強
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
入
試
当
日
、
前
日
に
寄
せ
書
き
を
し

て
も
ら
っ
た
カ
イ
ロ
と
、
家
族
か
ら
の
お

守
り
か
ら
元
気
を
も
ら
い
、
最
後
の
一

秒
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
問
題
と
向
き
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
入
試
が
終
わ

る
と
、や
り
き
っ
た
と
い
う
達
成
感
か

ら
思
わ
ず
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
合
格
発
表
日
に
自
分
の
番
号
を
見
つ

け
た
と
き
は
、
今
ま
で
感
じ
た
こ
と
が

な
い
ほ
ど
の
喜
び
と
、
感
謝
の
気
持
ち

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
合
格

を
掴
め
た
の
は
、
開
成
の
先
生
方
や
家

族
、一
緒
に
頑
張
っ
た
仲
間
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
私
に
と
っ

て
、
開
成
教
育
セ
ミ
ナ
ー
で
過
ご
し
た

時
間
は
、か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。

受
験
生
の
皆
さ
ん
、ど
ん
な
と
き
で
も

自
分
を
信
じ
て
前
向
き
に
頑
張
っ
て
下

さ
い
!!

膳所高校
理数科

天王寺高校 
文理学科

● 東大阪市立布施中学校 卒業
● 布施駅前教室

その他合格校
● 近畿大学附属高校  スーパー文理コース
● 帝塚山高校  女子英数コース

稔野 奈菜さん

私私
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は
中
学
生
の
頃
、そ
れ
ほ
ど
頭
の

い
い
生
徒
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
ん
な
自
分
が
嫌
で
中
学
三
年
生

の
夏
休
み
か
ら
猛
勉
強
を
し
、や
っ
と

の
こ
と
で
生
野
高
校
へ
入
学
し
ま
し
た
。

　
入
学
後
、
周
り
に
は
自
分
と
は
違
っ

て
才
能
に
溢
れ
た
子
が
た
く
さ
ん
い
て
、

こ
こ
か
ら
三
年
間
努
力
を
続
け
な
い
と

絶
対
に
周
り
に
つ
い
て
い
け
な
い
と
す
ぐ

に
確
信
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
、一
年
生

の
と
き
に
親
に
頼
み
、
開
成
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
に
通
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
僕
は
負

け
ず
嫌
い
な
性
格
で
あ
り
、そ
の
上
特

別
学
才
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
と
も
思
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
授
業
の
な
い
日
も

六
時
半
か
ら
最
低
で
も
八
時
頃
ま
で
は

自
習
し
て
か
ら
家
に
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

　
三
年
に
な
り
、
受
験
を
意
識
し
つ
つ

も
引
退
す
る
夏
前
ま
で
は
、サ
ッ
カ
ー

メ
イ
ン
の
生
活
で
し
た
。
部
活
の
引
退

時
期
は
合
否
に
あ
ま
り
大
き
く
関
わ
っ

て
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。だ
か
ら

部
活
は
満
足
の
い
く
と
こ
ろ
ま
で
本
気

で
や
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
引
退
後
、

真
剣
に
阪
大
を
目
指
し
始
め
ま
し
た
。

　
質
問
や
添
削
は
開
成
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

の
先
生
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た

質
の
高
さ
を
意
識
し
、
休
憩
す
る
と
き

と
の
メ
リ
ハ
リ
を
し
っ
か
り
つ
け
ま
し
た
。

一
、二
年
生
の
と
き
か
ら
自
習
室
に
通
っ

て
い
た
の
で
、
特
別
し
ん
ど
い
と
感
じ
る

こ
と
は
少
な
か
っ
た
で
す
。で
も
終
盤
は

し
ん
ど
い
日
が
続
き
ま
し
た
。し
か
し
、

多
く
の
先
生
や
フ
ェ
ロ
ー
が
支
え
て
く

れ
、
応
援
し
て
く
れ
た
の
で
、な
ん
と
か

乗
り
越
え
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な

人
達
へ
は
、
僕
の
合
格
が
一
番
の
恩
返
し

に
な
る
は
ず
だ
と
思
い
、
僕
の
合
格
を

喜
ん
で
く
れ
る
先
生
方
の
姿
を
思
い
浮

か
べ
る
と
自
然
と
や
る
気
が
出
て
き
ま

し
た
。

　
本
当
に
様
々
な
人
の
支
え
で
今
の
自

分
が
い
ま
す
。
苦
し
い
道
を
選
べ
た
の
も

周
囲
の
支
え
の
お
か
げ
で
す
。
苦
し
い
道

の
先
に
こ
そ
本
当
の
ゴ
ー
ル
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
志
望
大
学
を
決
め
た
の
は
高
一

の
初
め
で
し
た
。そ
れ
は
三
年
間

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

高
三
に
な
る
頃
に
は
、「
本
当
に
合
格
で

き
る
の
か
」と
か
、「
志
望
校
を
変
え
る

べ
き
か
」と
か
、そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考

え
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
と
き
に
、
自
分
の
通
っ
て
い
た

長
岡
教
室
の
先
生
が
あ
る
提
案
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。そ
れ
は
、
京
大
対
策
講

座（
英
語
）を
受
講
す
る
こ
と
で
し
た
。

学
校
の
受
験
対
策
は
理
系
科
目
が
中
心

だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
魅
力
的
な
提
案

で
し
た
。
第
一
志
望
へ
の
挑
戦
を
後
押
し

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
受
験
勉
強
で
は
、
様
々
な

場
を
活
用
す
る
形
に
な
り
ま
し
た
。
理

系
科
目
は
学
校
で
し
っ
か
り
と
勉
強
し
、

英
語
を
開
成
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
対
策
、

時
々
大
学
別
対
策
模
試
を
受
け
、そ
の

結
果
を
先
生
と
確
認
し
、す
る
べ
き
こ

と
を
明
確
に
し
な
が
ら
進
ん
で
い
き
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
勉
強
の
仕
方
の
中
で
、

学
校
以
外
に
も
親
身
に
勉
強
の
方
針
の

相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
存
在
が
あ
る
こ

と
は
、と
て
も
力
に
な
り
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
試
験
で
無
事
に
目
標
点
を

取
り
、迎
え
た
二
次
試
験
。国
語
、数
学
、

理
科
は
概
ね
い
つ
も
通
り
、と
い
っ
た
感

触
で
し
た
が
、
自
分
の
い
つ
も
通
り
は
合

格
点
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン
で
し
た
。こ
こ

で
、
開
成
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
対
策
し
て
い

た
英
語
が
合
格
へ
の
大
き
な
力
に
な
り

ま
し
た
。
自
分
の
受
け
た
年
度
で
英
語

の
問
題
の
趣
向
が
少
し
変
わ
っ
た
の
で

す
が
、
開
成
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
丁
寧
な
指

導
を
受
け
て
い
た
お
か
げ
か
、そ
れ
に
動

じ
ず
に
十
分
な
点
を
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
受
験
勉
強
で
は
、
自
分
の
実
力
を
正

確
に
把
握
し
、そ
れ
に
合
っ
た
勉
強
を

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
自
分
は
そ
の

「
実
力
に
合
っ
た
勉
強
」を
開
成
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
困
っ
た
と
き
は
、
塾
の
先
生
に
相

談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

私僕

大阪大学
工学部

● 生野高校 卒業
● 松原駅前教室

その他合格校
● 立命館大学  理工学部

上田 拓海さん

京都大学
工学部

● 堀川高校 卒業
● 長岡教室

　

丸本 涼平さん
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開成教育グループでは、各種検定の取得に力を入れています。
この機会にぜひ「やればできる！」を体感してみましょう。

検定開催日程検定開催日程 ※日程は変更となる場合がございます。

10/27（土）
1/12（土）

まずは身近な漢字から！
級取得して実力UPを実感しよう

漢字検定 小

いまこそ、
「正しく読み、豊かに書く力」を！

6/9（土）
11/10（土）

読解・作文力検定 小

終了

いまこそ、
「正しく読み、豊かに書く力」を！

8/26（日）

読解・作文力検定 中

終了

ブロンズ（銅）・・・・中学１年生レベル
（小学生読解・作文力検定で２～３級合格以上相当）

シルバー（銀）・・・・中学２年生レベル
（小学生読解・作文力検定で１級合格以上相当）

ゴールド（金）・・・・中学３年生レベル
（公立私立上位校入試の学力レベル相当）

プラチナ（白金）・・中学３年生レベル
（国公私立難関校入試の学力レベル相当）

各検定の受験級めやす（出題範囲） ※受検級のめやすは変更になる可能性があります。

 １１級・・・・小１程度
 １０級・・・・小２程度
 ９級・・・・小３程度
 ８級・・・・小４程度
 ７級・・・・小５程度
 ６級・・・・小６程度

算検

読解・作文力検定（中学生）

 １０級・・・・小学１年生修了程度
 ９級・・・・小学２年生修了程度
 ８級・・・・小学３年生修了程度
 ７級・・・・小学４年生修了程度
 ６級・・・・小学５年生修了程度
 ５級・・・・小学６年生修了程度
 ４級・・・・中学校在学程度

漢検

《小学校準拠内容・推奨学年》
 4 級・・・・・・小 4（一部未習内容含む）
 3 級・・・・・・小５
 1 級 A・・・・小６
《中学受験内容・推奨学年》
 2 級・・・・・・小 5
 1 級 B・・・・小 6

理社検定

 ５級・・・・中学初級程度
 ４級・・・・中学中級程度
 ３級・・・・中学卒業程度
 準２級・・・・高校中級程度
 ２級・・・・高校卒業程度

英検

 8 級・・・・小3対象
 7 級・・・・小 3・4対象
 6 級・・・・小4対象
 5 級・・・・小5対象
 4 級・・・・小5対象
 3 級・・・・小6対象
 2 級・・・・小6対象
 1 級・・・・小6対象

読解・作文力検定（小学生）

2020年度大学入試制度改革に向けて、各種検定にチャレンジすることで将来の選択幅がさらに広がります。
このチャンスを活かして、どんどん検定にチャレンジしましょう！

お申込み：当塾にお通いの方につきましては、配布する通知文にてご確認ください。

「使える英語」を身につけて
コミュニケーションの幅を広げよう！

　6/3（日）
10/7（日）
1/27（日）

英検® 小
中
高

終了

論理的思考力を鍛える場で、
算数力UPへの第一歩を踏み出そう！

　7/8（日）
12/2（日）

終了

算数検定 小

「豊かな未来」を創造する
「社会」と「科学」の
知識力を試そう！

12/8（土）

小理社検定

開成NET大解剖

Vol.21

いつもここから始めよう＊開成NETの情報をお届けします

開成NETの中身をのぞいてみよう!

～開成NETなら、予習だってバッチリできちゃう！～
開成NETにはたくさんの学習ビデオがつまっているから、塾で今週勉強したところの「復習」はもちろん、これから勉強する
単元の「予習」だって、ちゃんとできるんです。お兄さんお姉さんが勉強していることをのぞいてみることもできるよ。

NEW
SERIES

１  いつものようにログインし、「お知らせ」を選択
２  「重要なお知らせ」から「配信一覧表」を選択
３  「添付書類ダウンロード」を選ぶと…

４  開成NETで無料配信中の全ての講座をまとめた一覧表が、
　 PDF書類でダウンロードされます。
　 PDFなので、プリンターを使って印刷することもできます。

どんな授業ビデオがあるのか、一覧表で確認しよう！

講習会の授
業ビデオは、

各講習会終
了後も学年末

まで

見ることがで
きます。

復習に活用し
てね！

開成NETの使い方等については、開成NETヘルプまで⇒http://www.kaisei-group.co.jp/kaiseinet/help/

夏休みなどに実施されている「講習会」の授業は、各講習会の日程に合わせ、各学年・各教科を配信
しています。この「講習会」の授業ビデオは、みなさんの復習に役立てていただこうと、講習終了後も
その学年末まではご覧いただけます。しかも、終了した講習会なので、全回分を一度に見ることができ
ます。開成教育セミナーの「講習会」は復習中心ですから、これまでの単元の総復習にピッタリなのです。

「総復習」には「講習会」ビデオが役に立つ ！Topic

対象（各講習会受講者）：小５・６年生（算数）、中学１～３年生（数学・英語・理科・社会）

https://el.kaisei-group.co.jp/

①開成NETにログイン
②ネット学習をクリック
③「通常」「講習会」のタブから「講習会」をクリック
④見たい科目のボタン→見たい学年の「開く」→
　「授業を見る」と順番にクリックしてください。

上記アドレス
または

左記QRコードより
ログインして
ください！

ＱＲコード（スマホ・タブレット用）

パソコンはもちろん
スマホ・タブレットでも
視聴できます！！

パソコンはもちろん
スマホ・タブレットでも
視聴できます！！

iLecture
三好のやわらか数学 「図形と相似」

iLecture
タニー先生と一緒に
なるほどサイエンス 「宇宙と地球」
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入試情報室より

入試情報室　藤山  正彦

公立高校と出願状況
（大阪府公立高校を例に）

　

公
立
高
校
は
全
国
的
に
学
区
の
統
合
や
撤
廃
な
ど
、

学
校
選
択
の
自
由
度
が
増
す
方
向
の
改
革
が
進
行
し
て

い
ま
す
。大
阪
府
で
も
1
9
5
0
年
度
に
始
ま
っ
た
13
学

区
制
が
1
9
7
3
年
に
9
学
区
制
、2
0
0
7
年
に
4

学
区
制
と
統
合
が
進
み
、つ
い
に
は
2
0
1
4
年
か
ら
は

学
区
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。つ
ま
り
受
験
生
に
と
っ
て
は

府
下
全
域
の
高
校
が
選
択
肢
に
入
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、現
実
的
に
は
通
学
時
間
な
ど
も
考
え
、旧
4
学
区
制

の
範
囲
内
で
選
ば
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。そ
こ

で
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、公
立
高

校
の
出
願
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
分
析
し

て
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、広
い
範
囲
か
ら
の
通
学
者
が
多
い
進
学
重
点

校
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
ズ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
G
L
H
S
）指
定
の
10
校
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

3
月
2
日
〜
6
日
は
大
阪
府
公
立
高
校一般
入
試
の
出

願
期
間
で
し
た
。大
阪
府
教
育
委
員
会
は
初
日
の
出
願

者
数
で
あ
る「
速
報
値
」と
最
終
集
計
の「
確
定
値
」を

公
表
し
ま
す
の
で
、そ
の
変
化
も
含
め
て一覧
表
に
し
て
み

ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
は
北
野
と
天
王
寺
の
み
1
学
年
全
員
が
文

理
学
科
で
、そ
れ
以
外
の
8
校
は
入
学
定
員
の
約
半
分
、

普
通
科
を
併
設
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、2
0
1
8
年

度
か
ら
1
学
年
全
員
が
文
理
学
科
と
し
て
の
募
集
に
な

る
た
め
、そ
の
影
響
が
ど
う
出
る
か
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、結
果
的
に
は
全
体
的
に
微
減
と
、ほ
ぼ
昨
年
通

り
の
出
願
状
況
で
し
た
。

　
ま
ず
、表
の
右
端
は
、出
願
者
数
と
定
員
の
差
、つ
ま
り

理
論
上
の
不
合
格
者
数
で
す
が
100
名
以
上
の
と
こ
ろ
を

黄
色
で
塗
って
あ
り
ま
す
。ま
た
、こ
の
10
校
で
も
難
易
度

の
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、開
成
公
開
テ
ス
ト
の
基
準
偏
差

値
順
に
並
べて
み
ま
し
た
。す
る
と
、見
事
真
ん
中
が
高
い

山
の
形
が
で
き
ま
し
た
。

　
北
野
、天
王
寺
は
受
験
で
き
る
学
力
層
が
限
ら
れ
ま
す

の
で
、競
争
倍
率
と
し
て
は
例
年
落
ち
着
き
ま
す
。「
ス
ー
パ
ー
文
理
コ
ー

ス
」構
想
を
発
表
し
た
大
手
前
も
受
験
生
か
ら
は
敷
居
が
高
い
と
感
じ
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。一方
偏
差
値
60
以
下
の
学
校
は
、競
争
倍
率
が
高
く

な
る
の
を
恐
れ
て
、そ
の
他
の
学
校
に
流
れ
た
の
で
し
ょ
う
。結
果
的
に
昨

年
に
続
い
て
同
様
茨
木・三
国
丘・豊
中・四
條
畷
が
激
戦
と
な
っ
て
い
ま

す
。昨
年
大
量
不
合
格
を
出
し
た
高
津
は
、そ
の
反
動
で
今
年
は
少
し
落

ち
着
き
ま
し
た
が
、そ
れ
で
も
100
名
以
上
が
不
合
格
と
な
る
激
戦
で
す
。

　
次
は
地
域
ご
と
の
状
況
で
す
。先
に
述
べ
た
よ
う
に
大
阪
府
は
今
で
は

学
区
は
撤
廃
さ
れ
て
い
ま
す
が
、学
校
数
が
多
い
た
め
、旧
4
学
区
制
で

分
け
て
紹
介
し
ま
す
。専
門
学
科
や
単
位
制
な
ど
、も
と
も
と
学
区
に
属

し
て
い
な
か
っ
た
学
校
も
、そ
の
所
在
地
で
各
学
区
に
割
り
振
っ
て
い
ま

す
。複
数
学
科
を
持
つ
高
校
は
、定
員
と
出
願
者
数
を
合
計
し
、学
校
と

し
て
の
競
争
倍
率
と
し
て
表
記
し
ま
し
た
。

　
北
摂
に
位
置
す
る
旧
第
1
学
区
で
100
名
以
上
不
合
格
者
が
出
る
高
校

が
昨
年
同
様
9
校
と
、激
戦
と
な
り
ま
し
た
。特
に
文
理
学
科
の
次
の
ラ

ン
ク
に
あ
る
春
日
丘
は
1.62
倍
と
、受
験
生
の
4
割
近
く
が
不
合
格
に
な
る

と
い
う
府
下一番
の
激
戦
と
な
り
ま
し
た
。と
こ
ろ
で
、こ
の
地
域
で
は
初

日
の
出
願
数
で
あ
る
中
間
集
計
と
最
終
集
計
の
数
値
に
ほ
と
ん
ど
変
化

が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。つ
ま
り
中
間
発
表
を
見
て
か
ら
競
争
倍
率
の
低
い
学

い
ず
れ
も
最
終
で
は
1
倍
を
超
え
て
い
ま
す
。つ
ま
り
こ
の
地
域
で
は
、初
日

の
倍
率
を
み
て
か
ら
最
終
日
に
出
願
し
た
受
験
生
も
多
い
た
め
、受
験
生
が

分
散
し
た
形
に
な
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、公
立
高
校
も
大
学
進
学
実
績
や
知
名
度
だ
け
で
な
く
、き

め
細
か
な
コ
ー
ス
制
や
教
育
上
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、そ
れ
ぞ

れ
の
学
力
層
で
受
験
生
の
集
ま
り
具
合
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。大

阪
以
外
で
も
最
近
競
争
倍
率
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
高
校
と
い
う
の
は
、そ

れ
な
り
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。是
非
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
説
明
会
な
ど
に
参

加
し
、自
分
の
目
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

あ
る一方
で
、定
員
割
れ
が
5
校
と
、差
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
も

旧
第
1
学
区
と
同
じ
よ
う
に
文
理
学
科
に
続
く
清
水
谷
、夕
陽
丘
が
高
倍

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。一方
、布
施
は
初
日
に
全
員
が
出
願
す
る
な
ど
、こ
の

学
校
を
第一志
望
と
し
て
い
る
生
徒
が
多
く
、学
校
の
評
価
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
す
。八
尾
、富
田
林
と
いっ
た
こ
の
地
域
の
ト
ッ
プ
校
も
手
堅
い
人
気

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
相
関
グ
ラ
フ
を
見
て
も
国
際
教
養
科
の
あ
る
花
園
、2
年
生
か
ら
特
徴

的
な
コ
ー
ス
分
け
を
行
う
阪
南
、読
書
指
導
で
定
評
の
あ
る
山
本
な
ど
、中

位
の
学
校
で
も
特
色
の
あ
る
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
学
校
が
激
戦
と
な

り
ま
し
た
。

　
最
後
の
旧
第
4
学
区
の
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
地
域
で
は
、昨
年
に
比
べ
る
と
100
名
以
上
不
合
格
の
学
校
が
6→

4
に

減
少
す
る
な
ど
全
体
的
に
少
し
競
争
が
緩
和
し
て
い
ま
す
。バ
ブ
リ
ー
ダ
ン

ス
で
有
名
に
な
っ
た
登
美
丘
と
昨
年
激
戦
だ
っ
た
泉
北
が
い
ず
れ
も
今
年
は

落
ち
着
い
た
倍
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
看
護
実
習
棟
を
持
つ
な
ど

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
総
合
学
科
の
堺
東
は
昨
年
の
落
ち
着
い

た
倍
率
か
ら一転
激
戦
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、グ
ラ
フ
を
見
る
と
お
わ

か
り
の
よ
う
に
、1.3
倍
を
超
え
る
学
校
が
そ
れ
以
下
の
ラ
ン
ク
で
は
存
在
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
中
間
発
表
で
定
員
割
れ
で
あ
っ
た
泉
大
津
、貝
塚
南
、り
ん
く
う
翔
南
は

校
に
出
願
し
よ
う
と
い
う
受
験
生
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
旧
1
学
区
に
関
し
て
横
軸
を
難
易
度
、縦
軸
を
競
争
倍
率
で
散
布
図
を

作
る
と
、ほ
と
ん
ど
比
例
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。つ
ま
り
学
力
上

位
＝
進
学
校
に
人
気
が
集
中
す
る
と
い
う
傾
向
が
強
く
出
て
い
ま
す
。

　
旧
第
2
学
区
は
第
1
学
区
と
比
較
す
る
と
、少
し
落
ち
着
い
た
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。最
も
競
争
倍
率
が
高
い
の
は
名
門
市
岡
。2
年
前
に
ま
さ

か
の
定
員
割
れ
と
な
り
ま
し
た
が
、今
年
の
倍
率
は
学
校
の
ラ
ン
ク
か
ら
す

る
と
当
然
の
数
値
だ
と
思
い
ま
す
。大
阪
市
立
東
や
南
は
落
ち
着
い
た
倍

率
に
な
っ
て
い
ま
す
が
今
後
、市
立
高
校
が
合
併・再
編
さ
れ
る
情
報
に
受

験
生
が
マ
イ
ナ
ス
の
反
応
を
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。一方
、合
併
再
編
し

て
生
ま
れ
た
大
正
白
稜
は
地
域
か
ら一定
の
評
価
が
得
ら
れ
た
か
た
ち
で

す
。

　
同
じ
よ
う
に
難
易
度
と
競
争
倍
率
の
グ
ラ
フ
を
作
成
す
る
と
、い
ず
れ
の

難
易
度
ゾ
ー
ン
に
も
人
気
校
が
あ
る
図
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。四
條
畷
、市

岡
、枚
方
、旭
、港
は
、難
易
度
は
異
な
り
ま
す
が
、同
じ
よ
う
に
1.3
倍
を
超

え
て
お
り
、幅
広
く
学
校
選
び
を
す
る
受
験
生
が
多
い
地
域
だ
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　
旧
第
3
学
区
は一転
混
戦
模
様
で
し
た
。100
名
以
上
不
合
格
校
が
9
校
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